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⑪　1961. 2.25
山　と　種　物　競

地方博物館のありかたを再検討

全国的あるいは政地域対象の博物館に

対して･この地方博物館という言葉がよ

く使われているが･実のところその概念

は決してはっきりしたものではない｡そ

こで､ここでは､地方博物館の意味を欧

米でいう〃 Commiy Musem〟匝訳

すれば地域社会博物館と限定し-当然こ

のように発展しなければならぬという患

味も含めて-これについて論じたい｡上

述の漠然とした地方博物館という意味に

は､ Provhicial Museum, MmiciPal

Mu∞um (必ずしも市立とか公共とかだ

Uを意味しない) Local Museum等の

言葉があるが･それぞれ多少の語義の通

いはあるにしても､地域社会にはっきり

立脚したものという点では何れも欠ける

しよう

鶴　田　総一　郎

ところがあるo最も望ましい姿はCom血ty Museum

であるというように移行している｡

さて､上述の限定された意味での地方博物館のありか

たの根本は何であるかというと､言うまでもなく地域社

会のための博物館ということであるo

地域社会のためということになれば､当然その博物館

が対象とする地域社会が何であるか･或いはとの範囲を

地域社会とするかがもう一度検討されなければならない

この点で明確に地域社会を把握して譲葉を実施し計画を

進めている地方博物館は､残念ながら日本においてはま

ことにすくないoせいぜい何某市立なる力激に何兼高と

いう行政区勘を対象地域とするという程度であるo

ここに第一の間塵がある○即ち､ -ある博物館の最大

収容能力(ある晴間における)と年間最大収容能力およ

び地域社会の対象層のその館を利用することが望ましい

最底回数を押えれば､当然対象となし得る地域の大きさ

とその館の大きさ(建物ではなく機能すべてについて)

の問の適否関係がはっきりする○従って前述のように対

象地域について再検討された後では､現在の博物館を壁

準にすれば､対象地域が拡すぎるとか､適当だとか､或

いは挟すぎて広げる余地があるなど､陸ちに一つの緒論

が導き出せる箸であるo日本の地方博物蝋こついて言え

ば､先ずこの点から画出発しなければならないo

第二は､地域社会の実態を把握することである｡ほと

んどの博物館でこれを把握していない○すくなくとも堆

域の人達の年齢別構成､職業別構成･学歴別構成などは

市　民　研　究　登　山(山調)

特に博物館などでやらなくても国勢調査その他の社会調
/盃の結果が多少の差こそあれ･地方行政単位ことにある

筈である｡このような資料をもとにして､博物館で対象

とすべき地域社会人をこの中から抽出し､これについて

必要な実態調査をすくなくとも鍾年一回は実施すべきで

あるo特に強調したいのは､入館者調査をまとめてそれ

を駐ちに地域社会の人々の動向であるとする失敗をしな

いようにということである｡博物館の却業の第-,勘ま.

そして最も本質的な仕執ままず博物館に来てもらうこと

で猛る○来館した人･入館した人､これは既に第一歩を

進めた人達であり｡いわば博物鯛りの人達である筈であ

る0 -回来館した結果面白くなかったので次からは見え

なくなったなどというのは･腫物館の恥で迫るo

聞題は利用してもらうべき社会人留でありながら､未だ

に利用してくれていない人達･第-捗も踏み出していな

い人達である｡この莱軸石分野をどう開拓するかがほと

んどの憫勿鮪での問題である｡しかもこの未開妬分野の

人達が何を考え付を塑みかつなぜ来館しないかについて

がっちりとした実態翻iをした博物館が果して何館あろ

うか｡この検討なしに地力博物館のありかたを検討し､

よりよい地力博物館にすることばまとんと不可能である

第三にはその鍋狭白の教育基本計画がなければならな

い｡宰榛教育に教育基本法､学校教育法､学習指導要領

各科指導のカリキュラムとはっきりした体系が実際的な

指導面に到るまでつくられているように､その博物館の

設立の趣旨に添って､当然博物館教育怒木からはじまる

指導細目までの一般教育体系か建てられるべきである｡
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これなしには地域社

会の人達をどのよう

に教育し､どのよう

にあるべき姿に商め

て行くのか見当も方

法もわからない筈で

ある｡ところがこれ

がつくられていない

詩に教育評価の面

では全く藷といって

いい｡都築のしっぱ

なし､教育のしっは

なしである｡これで

地域の人達から､必

須所要施設だと博物

館を擁護してもらい

たいなどと都合のい

いことを言っても所

詮無理である｡

と　博　物　館
第掴郵便物認可(昭和35年7月26日)
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展示室の一部､冒具とスキー発重安(山請)

第匹には.博物館という建物の中での教育が博物館の

教育の本来の姿であるというような固定的な観念を今匝

ちに捨てるべきでぬる°つまり､店を梅えてお客を待っ

ている大時代的経営が現荏Commercialism系のとこに

も残っていないことが､その古きと遅れと時代感覚のず

れを端的に物語っているo館外活動､すすんで地域社会〝

にぶつかって行く活動､これなしには遠からず博物館自

身かこつとう品になってしまうであろう｡もうすこし具

体的にいうと､その博物館を中心こ博物館縄をはりめ<･

らし､要所要所にA幹ntをおき･博物館はその心強に当

る役目をすべきである°換言すれば･そのような鰭外組

織(特に強力な人の集のを常に把握しておるべきであ

る｡

第五に言えることは､一つの博物館単独で事業を実施

し､能事終れりとする時代は既に過ぎ去ったというこ

ことである｡地方博物鮒ま規模の点その他に制約がある

ため特にこの点が馨しいoよろしく博物館醇で一次元商

い強力な博物離事業を維進すべきである○これには同系

統の博物館による内容の売笑という面と多系統の博物館

による総合舞楽の二方面が考えられ･この双方を進める

ことでより完全な群活動ができるo

そして最後に言えることは､博物館人がもつと自分の

佃S.自分の使命に信念を持てということであるo挺端

ないい万をすると-当り障りがあったらお話し軌＼た

い-博物館の営業員自身が､博物館教育に自負も信念

も批す､従って使命に徹するという燃えるような桔熱

ももたずにいて･どうして来館者側が能動的になりさら

に燃え上って来ようかと敢えて言いたくなるo

そしてこの学芸員の固い信念とたゆまね努力如何が実は

地方博物館のめりかたを決定的に右左する最も本質的な

問題であるo実務は何とでもやれるものであり･古い言

葉でぬるが至誠天に通すで本当にまじめに努力し･ぶつ

かって行って打開でき-問題は無い筈であるo己れを

顧みて他を言い､自分が信念に欠けている点を隠すため

に制度が.予算が､社会人がと外に理由を求めるうちは

決して博物館はのひない°特にこの種の努力･あるいは

怠慢に対して敏感に反応する地域社会を相手にしている

のでなおさらであるo　　(自然数曹長次長)

オオハクチョウ来る
1月20日の臥仁科三湖の1つ木崎湖にオオハク

チョウが飛来しましたo

l羽だけがカモの群に浸って遊泳しておりますo

博物館では早速閥の猟師､区民に保護するよう呼

びかけておりますo今では〟海ノ口少年グループ〃

が中心になって､銃などの音もなるべくさせないよ

ぅに､又エサを与えて､来年にはより多く飛来する

ようにしたいとばり切っております｡オオハクチョ

ゥが飛燕したことは実に-2年ぶりのことで当時の1

羽洲昨年まで駅前の愈会で旅行く人々を慰めて来た

ことは周知の通りです｡
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ヒ　マ　ラ

･-m･-一一-余　り

☆ヒマラヤは遣いところではない

出発ぎりぎりまで心配させられた

インドへの入国査証がやっと手に

入り8月19日10時頃船はどうにか

神戸の阜頭をはなれてくれた｡

4月渡航審議会の許可がおりてよ

り昨日まで全く照のまわるような

忙しさであったが､どうにかこれ

は本物になったらしいという感じ
i:がしてくるoもうここまで借金の

さいそくや集金にやってくる奴は

いないoつい先日まで少い金を出

来るだけくいのはすべく遠征に必

要な品物の寄附をあおいで悪口や

皮肉にまで最敬礼をして,i'･･いた頓

にくらべると何とこの空気のうま

いことだろう｡ -この船の胴腹の中

には苦労してかき集めた我々これ

ヤ　雑　観

上　品　で　な　い　話,--,･競･･-I

北　城　　節　雄
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から6ケ月の生活の支えになる装備食糧がつみこまれて

いるo Lかしそのすべてはたった1トンと少し余りだ｡

我々は賽臆はともかくも食糧は徹噴的に少くしてしまっ

たoマナルス隊の人達がこんなのをみたら仰天すること

だろうoカトマンズより山の蟹までのキャラバン中はも

ちろんベースキャンプでの食糧は完全に現地調達とする

ことを方針とし商い氷の上の生活だけに日本より持参す

る食遍をあてることにした｡それはアルファ米を中心と

するものであった｡しかしそれも全部で三百六十食分だ

け､我々六名とシェル,^05名ローカルポーター3名政府

連絡官1名の計15名で食べることになると1人の分け前

はたった24食､ 8日分であった｡残念ながら我々はこれ

以上の食瞳を鞋備するためには資金が乏しすぎ又重量が

増すとその運搬のためのポーター費もますということで

がまんしなければならなかった｡

だがいざネパールに入りこんでみるとこれでも結構がま

んできるものであることがわかった｡現地食は決してう

まくはない｡しかし我々はポロポロの砂まじりのネパー

ル米をカレーで流しこみ小麦の粉を練って平たくし羊の

油であげたチャパティに塩をつけてかじって歩いたが決

定的な栄養失調となることはなかった｡生活力にこまで

おちると胃袋も腸もいじらしい程の鋤きをしだすもので

あるoこんな食事をつづけた後には日本の山ではどうも

うまくたべられないカンズメもすぼらしい御馳走となっ

サルパチョメ(6,700m)の東壁

で胃袋の中に吸いこまれる結果ともなったのである｡も

つと徹底すれば前処のアルファー米もチャパティで代用

できないこともない｡そうすれば日本より食塩は何も持

っていかなくともよい訳でそれでも決してまいることは

ないと思う｡ついでにもつとおちて考えよう｡我/高ま船

は二等でいったが暑さに耐えられるなら三等で十分だ｡

もつと倹約したければ甲板にゴロ渡をしていくデッキ･

パッセンジャーとしていけばたった3000円でO Kだ｡

装備も冬山にいったことのある人ならそのま､の仕度で

いけば､まづ6000m級の用だったらそんなに凶ることも

ないだろう｡こうかんかえるとヒマラヤなんか決して遭

いところではないo

☆キジウチのこと

山での野グソは文句のつけようのない気特のよさがある

しかしせまつ苦しい閥の中で壁にあげられた小さな穴よ

り外をのぞきながらの作業も案外溶剤ナてよいものであ

る｡ところがネパールの普通の家(lこぼこの便所というや

つがない｡我々はカトマンズよりトリスリ河ぞいに続く

国道ともいうべきチベットとの主要な交易道路にそって

進んでいった｡この国道も実に貧弱なものでせいぜい人

1人通れるたけの連山しかなく時には田の群がそれでめ

り河端にてると靴をぬいで対岸まで撲らなければならす

ある時は田んぼの泥水の中に吸収されてしまっているこ

ともあるといった調子のものだoこの道にそって請渚が

l
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章　.

｢

存在しているのであるが､それは病気を恐れ､なるべく

tg(高の高いところに廼てられている｡我々がこうした翻

漱こ近づくとまつ歓迎されるものは部落に入る道の画が

わにきれいに撮んでいる巨大な野グッの群である｡ ､一筋､

がクツ街道といったが将にその通りでり､それはヒ工や

ト+/モロコシの残骸から形成されて乏しい寝室の吸収し

つくされたそれにはハエもみむきをしない種である｡被

等をば榔こなるとまづ小さな素焼やジンチュウのツ諦こ

水を入れそれをささげ持って部落を捕まづれた道端こ出

張をし,,肋､まうことなくキジ.-′}-のかまえに入るのであ

るヒマラヤおろしの涼しい風にその肌がなでられる晴被

笛封二)を細めてシ'バの神をおもうにちかいない｡だがそ

の後がどうもいただけない｡彼'樹こは練というものはな

い紙は実に揖重なものであり､カトマンス騎4で日本の

和抵のようなものが少しつかわれているだけである｡そ

こで後しまつに餌つれるものがIJ､さなツ木の中の水なの

である｡左手の掌に水を流しこみそれで残物を整理して

一助が終るのである｡その残骸は乾燥した空気にさらさ

れたちま1封iEききり風とともに去ってしまうわけでぬる

だから彼等にとっては左手というものは不浄のものでも

り手づかみで食べる食言卸こは必ず右手を使うのである｡

我々がなんの気無しに左手でタバコを与えたり子妹の融

をなでることは彼等の人格をすこぶるきずつけることに

なるのである｡これだけはついにガラの悪い我々も真似

ることは出来なかったが痔の憩い人にはよいにちかいな

い｡キャラバンが終りいよいよ5千米以上の氷雪の士の

生席になると排泄作用も神々楽ではない｡役は冷るので

しばしば小便のためテントよりはい,'llされはならんがこ

れが全く重労鋤で作業3)湘こしばらく時日/1調整をしない

とだめである｡ましてこれがi姓-｢;の日となるとまったく

みじめである｡しかしからりと硝れた朝日｣のjtをいっ

糸をつむぐ女と甲状線の巨大なコブ

はいに37) 1).て′丁諒･7).おもいおもい).)ところに｣圭で雪を除

きしゃがみこみ7 ~T星の申,I.,を鮎＼でする作業.'*実に壮

快そ).)もので5)る｡関る.D.I;)点茶の中なと十,Lイルで結二･

合って行動している略このil･理的欲求が起ったときであ

る｡ルートを一寸はづれるとそここは無数のクレバスが

暗黒い口をあげているので姿をかくすことも乱来ず仲間

に見まもられてする作業は後味の悪いものである｡

☆ヒマラヤは生きている

シェルノ､問題で予定より半月あまりもおくれてランタン

付に入ったと舶ままだモンスーンの雨は完全にはあがらず

午後になるときまったように雨が降り出.Tという天候か

つゞいていた｡ 10月7日に船中の末端にベースキャンプ

を張り高一グーに1円250円の日当をはらうと彼等はこ

んな')襲いところはまって,I:らだとそゝくさと帰っていって

しまった｡我々15人たけの堂活がはじまったのである｡

次の朝一面に減のおl)か可原にはい出てみると珍らし

く購れ通がった空にものすごい氷の峯かつきあげている

これがI三はすランクとマールの主姿ランタンリルン(72

45米)たったのである｡それはまったくすごい姿であっ

た｡我々のギヤシフに面する東l剛まほとんど童画

に切れ落ちている2500m近い擁壁となり､そ

･の上はナクレに祝われてキラキラ光る氷の斜面が
l続きそこにはやっとまつわりついている雪の刃

物のようなヒマラヤとダが発達している｡その頂

｣･.iま仰ぐと本当に高が痛くなる税のところにある

｡まったくi軌ヽ｡このベースキャンプの標高が

3800mリ'レンの搬上が7245mであるから実に

3 50 0 m近いI鮎J''実力.'S)ることになる訳でそれは

ジェガールヒマールを背(こキャラバンは行く

くっと頑の士におゝいかふさってくる｡我々の

口からはたゞ ｢すごいなあ｣という言菓だけだ

った｡この岩壁を達か士から氷がくづれ落ち高

速度で撮影をした映画でも見ているかのように黄

白な'｡‡煙が長い時間かかつてすべりおちてくる｡

我利まその昔によってナクレに気がつきそれから

嗣
別
記
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別
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悠々カメラをとり出し望遠レンズをつけかえて構えても

･虚業三業護憲三
ておがみたいような気特になってしまった｡頂上をきわ

めようなどという気特はいつの間にかなくなっており､

ヒマラヤに挑戦するとか､いとむなどという言薬はここ

では通用しないものであることを知ったのだった○

サ′レバチヨメに攻撃を開始しその氷壁､クレバス､ナ

なく第三ギヤンフの前にそびえていた400m近い氷壁に

とりついてみてそれぞれの恐しさをさんざんに味わされ

た｡

ほんの旧教米のルバスでも我々の力では何ともしょう

がなかったのである○頂上を目の前にし登行をつづげで

いる時も､こうした障勤.･突然あらわれ我々の行動がゆ

きづまるのではないかということの心配がたえす頭から

はなれなかったoそして頂上にもっても真先に感じたも

のは苦しいラッセルの脚から解放されたほっとした気

特であり､次にはすく,帰りのルートか心配になるといっ

た状態であった○ヒマラヤは最後まで気のおけない恐ろ

しいものであったo (ランタン･ヒマール遠征隊員.

兜町中学校)

ダレの中でのひと月近い生活は決してたのしいものTCは
-ノー一一一一一一ーー-一一一一一一一一一一----ノー一一一一一一一-一一一一一一一一一一一.-～一l--- ----- -- ---,---

｢山岳名を霜した植物｣の補遺と訂正
横　内　　斉

友人寺醜男氏が､本誌の5巻の3号､ 4､ 5号令蹄､ 6号､ 7号､ 8号の-こわたって｢山岳名を冠した

種物｣という題下に掲載されたものを､私も著者から-接げたが･二･三訂正する所も測､また付加えるべ

きものも鵜ので以下に姫することにした･番号などは寺酸の記載に従った､ (鰯など鵬した｡ )

A､日本北アルプス(飛騨山脈)

3.ミタ霊御鰍狸は御獄で発見されたものではない･ミタブという山名は各-ある･例えば軸のミグ
ヶ､武州のミグケというように､でこれは除く･

4.ミタケガヤ　　これも樹種と同一の理由で除く､

6.オンタケマメザクラ､ Prunus統takensisH･Koidz間　ばら､サクラ

7.オンタケナナカマド＼ Sorbus X釦kouchii Mizushimaばら､ナナカマド

3 ･オンタケシヤクナ,'･ ,I,-knododendron ondaken?.tioidBl霊じ･ -,---ゲ

｡､八剰脈　‖∵0㌔illeg＼雷,｣､し　　＼ソ＼､′二､､

8.ヤツカタケイチゴ､ Fubus idaeus徳subsp･･nippon･
lcuS -一掬･両-emVaで＼はら･キイチゴ､シナノキイチゴの英名

D､踊アルプス(捌m*a,m雫uAtsHavaR q

8.キタダケツワ　､

9.キタタケデンダ･

⑱　三伏峠

1 .サンブクリンドウ

㊥トヨグチウラ寸言･}' ､

C､白山火山脈　白山

18.ハクサントリカブト

19.ゴセンタチバナ

NCalkan.t善戦Aond∞nse　きんほうけ､キタダケツウ

woodSia kitad水ensis OHWl　うらほし､イワデンダ

1三年

飾,),l1-;飾Q_ SecieL CH u'J

A∞nietm_上水usanse-N独ai-　りんどう･リンドウ
L＼('-

vTf.p:Sso忌caI.aatehrKatuRSAC.HAING子荒し､ノキシノブ

･＼､a仰

Aconitum hakusanise Nakai　帝､申　し-､＼.I.

.cnh9-8escpeEiECk,imoeNnE GCanAaEd･-みずき､　制の髄･御鵬にちなんゴゼンタチバナで命名されたもの

BNER

○以上気のついたものをあげた･他にお気づきの万は訂正されることをお酌､するo
C京部大学木曾生物研究所)
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長野県山岳連盟結成の動き

準備重責会発足

長野県に山岳連盟の必要性が帖まれて久しいが･漸く

にして結服される見通しが確実になったo

現在､県岳運の結威されていないところは石川県と長

野県だけで､特に本邦の著名な山岳の大部分を有する本

県に由連が宋姐織であった軸まめらゆる面でマイナスの

点が大であった○

本県は山岳県であるにもかゝわらす､どういうものか名

実兼ね備わった優秀な山鹿団体が育たなかったようだ｡

本来ならば､最も広い地域にわたって優秀な会員を有す

る日本山岳会信澱支部あたりが､音頭をとって結成に動

きたせばもっと早い時期に結城されていたと思うのだが

どういうものか韻駆的に動こうとせず､結局､後述する

グループ･ド｡モレーヌが行ったアンケートが中心とな

って､横座的に賀態を表明した団体のうち､各地域を代

表した形で､前にG､ D､ M､松本の日本山碁クラブ･

木曽山岳連盟.大町山の会の代表が一月下旬･大町にお

いて会合をもち､県内の山岳会の動きと､原画避結成の

意義､目的などを深く掘りさけた結果･県高邁結成準備会

を開き､以後の活動を横座的にすすめることに意見が一

致したので､とりあえず前に4団体が準備会の発起人と

いう形で県下の山岳団体へ趣悪書を送って呼びかげ･ 2

月12日､松本において造傭会を開催したoこの蜂傭会に

は29山岳団体が参加し･そのうち1仙岳団体が賛意を表

明したo他山岳団体は高速に対する認識木肋､ら情勢把

軽の綱や表を送ってきたもので･蜜憩は得られなかった

が､必ず参加して増えるとの見通しのもとに賛成1仙岳

団体で準備会を鷲備委員会に切り費え･ 3月26日発足を

-ノ--/-_′へ一一一一一一一一一/一､- 〉ーノヘー(-/~ヽ- ~-

船和33年12月実施した結果要約すると

①長野県恥こ約90前後のi⊥l岳団体があって･その規按

も5一朝名とまちまちで､平均20名前後であった｡

㊧活動状況は､山行･合傭杉式もいろいろで･レクリ

I_ジョン(ハイク)から本格的な冬山命綱まであっ

灘救助謝薮などえも活動の手を延

ばしている団体があったo

●　　書

冒陳に準備をすすめる一弾こなった｡

問題点

高遠が結成される場合の囲極点はいくつかあるが･当

面簸る大きな問題は､補聴渡文部に対する問題と､塾

業面､特に絶賛の問題だろうo

現出信濃支部では､由運へ棚汀るという事よりも･

画聖と同等の立場を維持しているが･それはともかくと

して､各地方の山岳団体の中には支部の出力を見ていて

郡部こ達脚こ参加しょうとしない山岳団体があること､

もう梯一点は､連盟への分担金が年間2千円程度となら

ぅが､これが相当な負担となる団体､もしくは､連盟に

参加lする訊こよって､それ相応の利益があるかどうか或

いは地削りな関採から速配の事業に横軸郁こ参加出来る

かどうか疑問をもつ団体が少なくない為､すべての山岳

団体をもって組織されぬ点が治ろうo

今後の展望

結局県内約9回岳団体のうち､ 20前後の山岳団体によ

って結成される事となろうが､繕成される郵こより､姦

術の向上はもちろん､知識･見聞も拡まり･若いエネル

ギーが結集されて､小さな地力の団体だけでは実現出来

なかった夢が実現されるだろう○各都道府県岳達との交

流の道も開かれ､やがてはヒマラヤへの適へ通じる郵こ

なろう｡又､新聞紙上をにぎわす遭難の予防及び対続に

も大きな力を示すだろう｡

(文責　大町山の会　久保国論)

一一一ヽノー-ノー一一､一一一一＼一一一一一- ~---ノー-へ

-

(イ)早急に繕成したいという団体力〈6団体

(ロ)研究中の団体がほとんど

欄和3軸2月第二回のアンケートを実施した結果に′
メ)

よると､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

①活動のm･では細glのときとほとんど変りなかった力〈 )

連絡をとりあい､交流のなかか(

蒜塁董董iGF.U.鷺発禁から一　葉･:r=rii,･詰ヾ多くな!,
②県融結成については､前の6朗体に新しく10団体(

aし/ーt - ⊂レ｣011｢'▼ ~~ ~ ●~)

強靭等を治んとの会で発行されていたが･交駒くな力＼諏-纏の細さあれ賛成-ープに加わった｡
(反対する剛本はなかった)

_　一一-一一/-ノーー′一､-----一一一一一一--〈/ -(

されていなかった°

④県南速についての意廊ま
_一〉)へ･一一一-一､-一一一一/-一一･一-/(-〈 -～/~ -~
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ト　　　　ビ

長　沢　修　介

トビは我々の目にふれる鳥の中でカラスやスズメと共に

鼓も普通の烏である｡大空を輪をえ航､て飛ぶ姿は誰し

も一度は見たことがあるだろう｡そしてあの雄大な効､

ろば誰でもが美しい清潔な生活を想像するに違いないo

しかし本当のトビの食生活を見たらさぞがッが)するだ

ろう｡姿こそ馬の王様ワシやタカの類であるが食べてい

るものは汚物､魚の肉片などで実生温ま二･三級下のカ

ラス同様である｡大きな河川の用兜やコミ捨鴎などが主

な採餌場であってカラス同様落ちていて食べられそうな

ものならます何でも拾う｡トビに油揚の諺は書からめる

通り盗み取ることも天徳患､池島のヒナを失敗したり･養

魚池の魚をつかみ取りしたり､はてはヒヨコをさらった

りまでする｡しかし田畑をカラスのように荒すことはし

ない｡それは動物質が主食だからでかえって田畑こちょ

ろちょろするネズミを取ってくれるので益の万も大きい

又トビには変った習性があって会,<食物にも縁の遠い布

捌し細切れ､鰊くずなどを臨､集める｡トビの大きな

巣の唾幽こぼ多くのこの様なポロクズが集められている

由こぼまれに何処の誰の棚ルたものかまではっきりす

る様なものが入っていることがある｡

この様にカラスと似た所が採食地や接忠地のためトビと

ヵラスは皆から不仲の鮫で行き合うとよく擾唾をする｡

トピー羽にカラス二三羽が番ってもつれながら飛ぶ様は

良く見かけられる｡

&JrblmmmmlmmnrJdJhTJqjj1--〟--jnmmmjt-ZJmmmlmmmrj"-mJIZmmmm-1--nmmm-mmmtjnmbm∽脇nmmmh

友　の　全　行　雷

スキー会　は1月29日､大町スキー場へ会員50名が参

加して行なわれた°当日は大変混雑し､負傷者が続出し

たが､幸い会員は誰一人も負傷せず楽しい1日を過したo

eのちようこく会-は2月4日､博物館前薩で会員35

名が参加して行なわれた｡丁藍本階調にオオハクチョウ

が飛来していたので､それにちなんで､大きいオオハク

チョウを作り楽しい半日をすごしたo

冬の星を見る全　は2別個寒い函こも20名の会員が

集まり､公民館瞳から､熱心に天体望遠鏡をのぞいて､

そのあとストー9-㌦こあたりながら〝星の榔話〝を剛､て

解散した｡

水鳥を観察する会　は2月l掴､邪窃湖において会員

20名が参加して行なわれた｡地上望遠鏡に写る自然のま

まのオオハクチョウを観察し､熱心にメモをとった｡そ

の他の水鳥の嘱声も聞きながら乍后1時繍紋した○
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